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『 肺炎球菌ワクチン、受けていますか？』
佐川　里紗   医師　和知診療所（金曜日外来担当）内科
さ  がわ　　　 り　  さ

肺炎球菌
肺炎は日本人における死因の第５位で、入院が
必要となったり命にかかわったりする
病気です。
日常の肺炎の原因のうち約３０％は肺炎球菌とい

う菌であり、特に65歳以上では肺炎の原因
として最も多い原因菌です。

肺炎球菌ワクチンとは
肺炎球菌ワクチンには２種類（ニューモバックス、

プレベナー）あり、うちニューモバックスは、
65歳以上で公費助成の定期接種となっ
ています。これらのワクチンにより肺炎の発
症や重症化を予防する効果が期待でき
ます。

肺炎球菌ワクチン(ニューモバックス)の
定期接種について
2014年10月から定期接種が開始され公費助成

は昨年度までの予定でしたが、2023年度まで
延長されることとなりました。これまで接
種した事がなく、該当する年度に65歳、70歳、
75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳
となる方は公費助成の対象となります。

ワクチンの副反応について
肺炎球菌ワクチンの接種後にみられる主な副反
応には、痛み・赤み・腫れなど接種部位の症状や筋
肉痛、だるさ、発熱、頭痛などがあります。これまで

他のワクチンで副反応が出たことがある
方や不安な方は医師に確認してください。

肺炎の発症や重症化を予防
できるワクチン接種を受けま
しょう。
公費助成やかかりつけの医
療機関で接種が可能かどう
か一度確認してください。
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町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
関
西
大
学
社

会
安
全
学
部
が
連
携
し
て
、町
民
参
加

型
の「
火
の
用
心
Ｃ
Ｍ
」や
防
災
の
企
画

番
組
な
ど
を
発
信
す
る
企
画「
町
民×

Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ×

大
学　
み
ん
な
が
つ
く
る　

安

心
ほ
っ
と
な
防
災
情
報
の
発
信
」が
、全

国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
の
広
報
企
画
部
門

で
８５
点
の
中
か
ら
１
位
と
な
る
特
選（
総

務
大
臣
賞
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、平
成
２７
年
か
ら
関
西
大

学
社
会
安
全
学
部
と
連
携
し
て
、ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た「
火
の
用
心
Ｃ

Ｍ
」や
防
災
の
知
識
を
伝
え
る
企
画
番

組
の
ほ
か
、東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
友
好
町
の
福
島
県
双
葉
町
と
交
流
を

関
大
と
連
携
企
画 

町
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
寄
与

京
丹
波
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
広
報
企
画
部
門
で
総
務
大
臣
賞

表　彰

行
政
相
談
の
活
動
に
感
謝

山
田
進
さ
ん
に
京
都
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状

表　彰

火の用心ＣＭや企画番組の収録風景など

図
る「
だ
る
ま
１
０
０
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
取
り
組
ん
で
ま
し
た
。昨
年
９
月

に
は
、本
町
と
関
西
大
学
社
会
安
全
学

部
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組

み
の
拡
充
を
図
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
、今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
職
員
は「
こ
の
企
画
を
通

じ
て
、出
演
い
た
だ
い
た
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
、関
係
者
に
感
謝
し
ま
す
。今
後

も
、こ
の
関
係
性
を
継
続
し
、安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
へ
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
丹
波
地
区
担
当
と

し
て
２
期
３
年
１１
カ
月
に
わ
た
り
委
員

と
し
て
の
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
山
田
進

さ
ん（
下
村
）に
、京
都
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

５
月
２８
日
、感
謝
状
の
贈
呈
式
が

役
場
町
長
室
で
行
わ
れ
、
同
セ
ン

タ
ー
の
廣
田
博
一
所
長
か
ら
山
田
さ

ん
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
立
ち
会
っ
た
太
田
昇
町
長

は
、「
複
雑
で
高
度
な
相
談
に
も
、人

柄
や
人
脈
を
生
か
し
て
相
談
者
の
信

頼
を
得
る
な
ど
、行
政
相
談
委
員
と

し
て
大
き
く
寄
与
い
た
だ
い
た
」
と

感
謝
し
、山
田
さ
ん
は「
相
談
で
き
な

く
て
困
っ
て
い
る
方
の
た
め
に
、今
後

は
、地
元
地
域
の
身
近
な
困
り
ご
と

な
ど
を
行
政
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

と
委
員
を
退
任
し
て
も
山
田
さ
ん
の

活
動
は
続
き
ま
す
。

表彰状を持つ山田さん（中央）と太田町長（右）、廣田所長（左）

関西大学からお祝いのコメントをいただきました。

社会安全学部の高橋智幸学部長

「総務大臣賞の受賞、誠におめでとうございます。京丹波町の皆様
のふるさとを大切に想う心、まちの安全・安心を希求する意志の賜
物と思います。社会安全学部の学生にも協働の機会を与えて下さ
り、感謝しております。これからも引き続きよろしくお願いします」

プロジェクトを協働で取り組んできた近藤誠司准教授

「うれしい受賞となりました。活動の蓄積が評価されたのだと思い
ます。しかしあくまで通過点。安全を追究する取り組みに終わりは
ありません。どこかで安心してしまうと、慢心・過信につながります。
これからも、倦まず弛まず、取り組みを続けてまいりましょう」
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